
 
 
 
 

 
 
 

 

 

【テーマ】 

誰が大学進学を選択できるのか？ 

－家庭の社会経済的背景に注目して－ 

日 時：６月１２日（水） 16：15～17：45 

場 所：大月短大Ｌ２００教室 

報告者：冨田 知世（大月短大助教・教育社会学） 

＜概要＞ 

2018 年度、大学進学率は 54.7%を記録した。つまり現在は、高校卒業後に

およそ半分の者が大学へと進学する時代となっている。しかし、未だ半分の者

たちは、大学進学という選択をすることはない。大学への進学という結果は、

学校の勉強を頑張り、受験競争を努力して勝ち抜いた者が持つ「能力」の証な

のだろうか。 

 

教育社会学という学問分野では、大学という学歴を得られるかどうか、あるい

はその先にある安定した職業、専門的で管理的な職業に就けるかどうかは、本

人が持つ、社会経済的背景に強く影響を受けていることを様々なデータによっ

て実証してきた。 

 

では、大月短期大学生の場合はどうなのだろうか。大月短期大学生も大卒とい

う学歴を手に入れる見込みのある若者たちであるが、そこに本人の社会経済的

背景の影響は読み取れるのだろうか。 

 

本報告では、教育社会学の知見を紹介するだけではなく、大月短期大学生の進

学行動に関するアンケート調査の分析結果を示しながら、大学生の大学進学行

動の背景にあるメカニズムを彼ら彼女らの社会経済的背景と関連付けながら説

明していく予定である。 
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